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私達の心の内にあるさまざまな力、そのつに感受性 感じ受けとめる力がありますそれは、外界忙

ある、「ひと」「ものことのすべてに向けられます何をどこまで、どのよう忙感じ受けとめるかは、人忙よって

違5でしょうし、とりわけ乳幼児期は、発達段階によっても異なりますしかし、他の心の力、例えば想像力や「共

感性」を発揮する前提忙は、必ず感受性があるといってよいでしょう

保育の場では、子どもの心のそうした営みを、保育者が感受することを求められますことばを通したコミュニケー

ションは重要な手がかり忙なりますが、子どもたちのことぱ忙よる表現は、まだまだ未熟ですまた、大事だからと

そことぱにはしない、できないという場面も、私達大人と同様忙あることでしょうそれゆえ保育者は、ことば以外にも、

子どもの表情、身振り、行為など、さまざまな情報を感受し、それらを総合して、子どもの心のいまを捉えよう

と努めるのです

お茶の水女子大学附属幼稚園では、平成28・29年度の園内研究のテーマを子どもの内忙ある感受性を探る」と

定め、研究に取り組んできましたそれぞれの保育者が持ち寄った事例をもと忙、子どもたちの心が何忙向けられ、

どのよ5に動いているのかを共同的に探究してきましたーつの事例をめぐっても多様な解釈があり、つねにーつの

正解が導かれるわけではありませんしかし、各保育者の解釈を重ね、位置づけていく過程で、子どもの心の多面

的で複雑なありょうが、少しずつ立体的な像として結ぱれていくのです

子どもの心の内にある感受性という捉えがたいものに、少しでも近づき、理解しようとしてきた過程 それは、

実は保育者自身の感受性か試される過程でもありました保育者の眼は、子どもを取り巻くひとものとと

に向けられ、その向こうに子どもの心、そして感受性を見通そうとしてきましたしかし、そうした保育者のま

なざしは、子どもを経由して、自身の心の内忙ある感受性忙ふたたび回帰していきました

子どもたちもまた、成長の過程で、そうしたまなざ

しの回帰を経験しているのではないでしょ5か子ど

もたちにとって、見たもの、聞いたことぱ、体感した

空気感など、発達初期にはバラバラな情報であった

ものが、しだいに見えない糸でつながっていることや、

より大きな意味のまとまりを構成してぃることに気付

いていきますさら忙、その大きな意味のまとまりの

なかに自身が山るのだと気付くことが、まなざしの回

帰の経験であり、そこに、子どもの確かな育ちの軌

跡をみることができるように思います

本研究紀要が、幼児教育の研究と実践に携わる、

すべての方たちの関心をつなぎ、広げていく一助に

なれぱ幸いです
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子どもの内忙ある感受性を探る」という研究テーマで、平成28・29年度の2年間積み上げてきた成果

をやっとお届けすることができました。今回の研究紀要も、少しでも多くの幼児教育忙携わる方、あるいは

関心を寄せてくださる方忙手忙取って、読んでφただけたらと願いつつ、研究の表し方を模索しながら作成

しました 2年間にまたがる本研究は、前年度の同僚からバトンを受け取って研究をまとめることにもなり

ました。ここk載せた事例は、数は多くありませんが、園内研究会を中心に事例を巡る語り合い、対話を重

ねたものばかりです教師問で互いの発想忙驚き、新しい気付きに心が動き、研究の取り組みは、まさ忙教

師一人ひとりが自分の感受性と向き合う過程となりました感受性と仏う目忙は見えないものを探るという

研究では、子ども・教師双方のたくさんの迷いや葛藤が、事例を通して浮き彫りになりましたさらに研究

紀要としてまとめてぃくにあたり、伝える言葉、伝わる表現を探る困難さ忙も突き当たり、教員はそれぞれ

に産みの苦しみに耐えながら、感じ考え、それを表すことと向き合ってきました一人ひとりの教師の言葉

を尊重しながらも、感覚的な表現だけに留まっていたのでは、相手に伝わっていかないのではと悩みもしま

した汲み取った子どもの心もちや教師の思いを伝える言葉をもつとい5ことは、引き続きの課題になりそ

うですただ、そうした苦労以上に、子どもの心もちを前よりわかったと思えると、一人ひとりの子どもた

ちが紡いでぃる物語に引き込まれ、子どもの日々の遊びゃ生活の深さや面白さをたくさん感じ取ることがで

きました日常の生活で自分達の変化を感じることもありました本を読んだり大学の講義に参加したりす

る中で、自分達の気付きのセンサーが敏感忙働くようになったと感じたのですテレビを見ていても、 CM

の登場人物の言葉が説得力をもって心にいてくる、講義に出てみると、語られる内容忙共感したり感心し

たりするといった、面白い!楽しい!と,Dが動くことが増えましたわかりたい、わかった気がする、ま

だまだわからない、という子ども理解の循環を、今後も引き続き面白がりながら深めていかれたらと思って

Ⅵます

この研究紀要が、子どもの心もちに寄り添い、子ども理解を深めたいと願う多くの方の一助となり、いろ

いろな方との対話を生むきっかけ忙なればとても嬉しいと思います

最後kなりましたが、研究を導きビ指導いただきました、東京大学の遼藤利彦先生、菅原ますみ先生、

浜口順子先生をはじめとするお茶の水女子大学の先生方に改めてお礼を申し上げたいと思います。公開保

育研究会にご参加いただいた先生方に、貴し

重なご意見をいただくこともできましたま

た、子どもを巡って感じ考える時間を共有し階

^
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亀で てきた、いずみナーサリー、文京区立お茶の

水女子大学こども園の先生方、子どもたちの

生活をいつも支えてくれる保護者の方、そし

^

て日々の生活の主役である子どもたちに心か.ア
,ノ'.

ら感謝したいと思います
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